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上好　昭孝（学長）
■論文
【その他】
上好昭孝：多発性線維筋痛症.紀流 2010, 36：19－21.
■講演会
上好昭孝：最近のリウマチ学会トピックス・・線維筋痛症．和歌山リウマチ友の会和歌山支部，和歌山県勤
労福祉会館　プラザホープ，2010.8.1.
上好昭孝：寝たきりにならないために・・・骨粗鬆症・腰・膝の痛みのケア．和歌山県地域介護普及センター
研修，シティプラザホテル田辺，2010.9.18.
■社会活動
【講師】
リハ手立て「理学療法、作業療法、言語療法」．和歌山県立医科大学特別講義，2010.11.16.
【学会運営】
第23回和歌山臨床RAフォーラム．ダイワロイネットホテル和歌山，2010.1.16.
第３回和歌山りうまちケアの会．和歌山ビッグ愛，2010.2.20.
第24回和歌山臨床RAフォーラム．ダイワロイネットホテル和歌山，2010.7.3.
日本臨床リウマチ学会　監事.
日本リハビリテーション学会近畿支部会　監事.
【嘱託委員】
和歌山地区労災審査委員.
東京海上日動火災　嘱託相談委員.
和歌山自賠責損害調査事務所顧問医.
和歌山琴の浦リハビリテーションセンター　監事.
社会福祉法人リハビリ橋本　理事.
第26回リハ工学カンファレンス　大会長

寺山　久美子（副学長）
■論文
【その他】
寺山久美子：さらに有能な福祉機器への提言～リハビリテーション・作業療法の立場から．福祉介護機器
2010, 4（1）：1－4.
寺山久美子：「歴代会長に聞く 第３代会長 寺山久美子」（DVD），社団法人日本作療法士協会編　2010.9.
■国内学会
【一般口演】
古井透，阿部真二，寺山久美子，富樫誠二，河﨑建人：泉州地域リハビリテーション研究会のあゆみ．第14
回バイオフィリアリハビリテーション医学会，豊橋，2010.9.4. （バイオフィリアリハビリテーション研究
（Biophilia Rehabilitation Jounal）第14回バイオフィリアリハビリテーション医学会予稿集　p54）
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■講演会
【招待講演】
寺山久美子：作業療法の過去、現在、そして未来～ＯＴへのメッセージ．日本作業療法士協会第46回全国研
修会，高知，2010.11.7.
■メディア
【取材協力】
OTアワー　日本作業療法士協会歴代会長に聞く 第３回　協会活動の広がりと多様化への対応．スカパー医
療福祉チャンネル774，2010.3.4.
■社会活動
【座長】
第47回日本リハビリテーション医学会学術集会，鹿児島市，2010.5.20－22.
第２回泉州地域リハビリテーション研究会「関わりの真骨頂はこれだ！」大阪河﨑リハビリテーション大学，
2010.12.12.

【公開講座主催】
地域の子育て支援―食べるを学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.10.16, 12.4.
【学会運営】
泉州地域リハビリテーション勉強会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.1.9, 5.23, 8.22.
泉州地域リハビリテーション研究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.12.12.
第33回総合リハビリテーション研究大会，東京大学，2010.9.3－4.
第26回リハ工学カンファレンス 副大会長.
日本生活支援工学会会長. 
日本生活支援工学会10周年記念行事開催，東京国際展示場会議室，2010.9.30
日本作業療法士連盟　相談役.
【嘱託委員】
社会福祉法人はばたき役員会　評議員.
社会福祉法人　友愛十字会役員会　評議員.
社会福祉法人　サンフレンズ役員会　相談役.
日本ウエルエージング協会役員会　評議員.

＜理学療法学専攻＞

岸本　眞
■論文
【原著】
岸本眞：障がい児への運動指導に果たす動感発生の意義について―運動メロディの促発を中心に―．運動伝
承研究会　伝承2010, 10：49－62.
■国内学会
【シンポジスト】
岸本眞：運動障害者の運動発生に対する指導実践の立場から．日本スポーツ運動学会シンポジウム，兵庫，
2010.3.6－7.

【ポスター】
廣瀬実希，久利彩子，岸本眞：サンダル装着時における足趾アライメントの変化～MPと足趾先端をランド
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マークとして～．第25回リハ工学カンファレンス，仙台，2010.8.26－28.
藤野文崇，小枩武陛，岸本眞，酒井桂太：本学の理学療法専攻学生における自己効力感の経年的変化～特性
的自己効力感と実習に対する自己効力感に着目して～．第23回全国私立リハビリテーション学校協会　教
育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
■社会活動
【講師】
重い障害と上手につき合う暮らしについて．貝塚市障害について考える市民講座，2010.1.12
肢体不自由児・者の心理・生理・病理．大阪体育大学　支援教育教員養成課程
発達理学療法勉強会　ベルランド病院，2010.4.24－10.23.
重症心身障害児・者への介護について．ナイスでい職員講習，堺市初芝体育館，2010.9.26.
重症心身障害児者介護人養成講座講習会．大阪府重症心身障害児者を支える会，大阪市，2010.11.14.
誰も気づかなかった腰痛体操．高石市健康講座，高石市羽衣公民館，2010.12.10.
運動学習相談．大阪府立岸和田支援学校，岸和田市，2010.1.1－2010.4.1.
【座長】
大阪理学療法士学会　座長，2010.7.11.
【公開講座主催】
地域の子育て支援―食べるを学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.10.16, 12.4.
【嘱託委員】
社会福祉法人どんまい　理事及び評議委員.
社会福祉法人大阪重症心身障害児者を支える会　評議員.
【ボランティア活動】
サッカーチーム（カポネ）のトレーニングとコンディショニング．堺市トレーニングセンター他，2010.1－12（１
回/月）
社会福祉法人どんまいへ本学筋骨格系理学療法研究部より職員体操指導．貝塚市，2010.12.6.
泉南市肢体不自由者（児）機能訓練事業，泉南市，2010.1.1－2010.12.31.
貝塚市肢体不自由児者訓練事業　指導員，貝塚市，2010.1.1－2010.12.31.

小西　正良
■社会活動
【運営】
中学生サマーセミナー「細胞の営み～顕微鏡を使ってミクロの世界を覗いてみよう！」．大学コンソーシア
ム大阪主催，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.8.26－27.
■研究助成
研究代表：小西正良，共同研究者：中村美砂，坪田裕司，上島健，濱裕光，中島重義．独居高齢者見守りシ
ステム構築にむけた生活環境に潜む危険因子の検討．大学コンソーシアム大阪　大阪の都市課題解決の実
現に向けた研究事業，1,500,000円，2010.9.1－2011.2.28.

小枩　武陛
■著書【共著】
小枩武陛：第１章 OKCとCKCの特徴と違い．pp.248－251．第２章 膝関節障害．pp.289－291．日本ニューラッ
ク研究会編 レッドコードニューラックマニュアル．三輪書店，東京，310頁，2010.3.
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■論文
【原著】
藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹勝，鈴木英鷹：リハビリテー
ションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：
37－44.
■国際学会
【一般口演】
Takenori Komatsu, Masahiko Kotaki, Naomi Kobinata： Searching for key parameters in Human Gait 
speed;Two gait coordination studies. The 7th International Korea-Japan Joint Symposium on PNF 2010, 
Osaka JAPAN, 2010.7.17.

■国内学会
【一般口演】
岩城隆久，松井有史，福井直樹，北裏真己，小枩武陛：精神的負荷が歩行動作に与える影響．第50回近畿理
学療法学術大会，和歌山，2010.11.21.

橋本真一，八木良憲，塩中雅博，沖田幸治，小枩武陛：通所介護施設におけるリハビリテーションマネジメ
ントに及ぼすレッドコードの影響．第12回日本ニューラック学術大会，大阪河﨑リハビリテーション大学，
2010.1.31.

藤平保茂，藤野文崇，小枩武陛，富樫誠二：臨床実習指導者が実習生の積極性を規定する因子について―自
由記載による調査表から―．第50回近畿理学療法学術大会，和歌山，2010.11.21.

【ポスター】
勝山隆，小枩武陛，久利彩子，長尾徹：体幹の右傾斜が食事動作に及ぼす影響．第44回日本作業療法学会，
仙台市，2010.6.11－13.

小枩武陛，藤野文崇，酒井桂太，岸上雅彦：早期インターシップ介入による臨床見学実習への影響．第23回
全国私立リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
藤野文崇，小枩武陛，岸本眞，酒井桂太：本学の理学療法専攻学生における自己効力感の経年的変化～特性
的自己効力感と実習に対する自己効力感に着目して～．第23回全国私立リハビリテーション学校協会　教
育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
■勉強会
小枩武陛，藤野文崇，海端俊秀，小川成敏：Cellar　Course～蔵塾～　和歌山勉強会．笠松病院，2010.1－12，（１
回/月）．
■社会活動
【非常勤講師】
情報科学．河﨑会看護専門学校看護第1学科，2010.9－11.
【座長】
整形外科疾患．第2回泉州リハビリテーションフォーラム，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.5.9.
【学会運営】
第12回日本ニューラック学術大会準備委員長 2010.1.31.
The 7th International Korea-Japan Joint Symposium on PNF 2010 大会準備委員長，2010.7.17
NPO法人　日本PNF協会（JPNFA） 幹事.
日本ニューラック研究会　理事.
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酒井　桂太
■国内学会
【ポスター】
加島知明，藤野文崇，酒井桂太，田中直樹，岩見大輔，三原修：ウォーミングアップが運動に及ぼす影響に
ついて～呼気ガス分析装置を用いた検討～．第50回近畿理学療法学術大会，和歌山市，2010.11.21.
小枩武陛，藤野文崇，酒井桂太，岸上雅彦：早期インターシップ介入による臨床見学実習への影響．第23回
全国私立リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
藤野文崇，小枩武陛，岸本眞，酒井桂太：本学の理学療法専攻学生における自己効力感の経年的変化～特性
的自己効力感と実習に対する自己効力感に着目して～．第23回全国私立リハビリテーション学校協会　教
育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
藤野文崇，熊澤里香，久利彩子，古井透，酒井桂太：若年者の足部形態について～外反母趾角に着目して～．
第25回リハビリテーション工学カンファレンス，仙台，2010.8.26－28.

■勉強会
酒井桂太：呼吸理学療法―徒手的テクニック―．大阪府理学療法士会　泉州ブロックミニ勉強会，大阪河﨑
リハビリテーション大学，2010.10.14,28.
■社会活動
【学会運営】
社団法人日本理学療法士協会　教育・管理系専門理学療法部会 部員.
社団法人日本理学療法士協会　第46回日本理学療法学術大会 査読委員.
社団法人大阪府理学療法士会泉州ブロック　役員 学術部員.
【座長】
一般演題プログラム　急性期リハビリテーション．第5回泉州ブロック症例研究大会，岸和田市，2010.1.10
特別症例報告　内部障害．第22回大阪府理学療法学術大会，大阪市，2010.7.11.
【嘱託委員】
メディカルプレス　理学療法編集同人.
医学書院　理学療法ジャーナル編集同人.
貝塚市介護認定審査会委員　貝塚市役所.

坪田　裕司
■国内学会
【一般口演】
Yuji Tsubota, Kazunori Iijima, Kyoko Owada： Relation between variation of circadian oscillation of pre-
clinical wave in epileptic EEG of WER rats and total seizure durations. The 57th Annual Meeting of the 
Japanese Association for Laboratory Animal Science, Kyoto, JAPAN, 2010.5.12
坪田裕司，飯島一憲，大和田恭子：てんかん脳波におけるpre-clinical 波周期のバラツキと発作頻度の関係．
第87回日本生理学会大会，盛岡，2010.5.19.
久利彩子，珠数美穂，坪田裕司：地面の高さで行う園芸活動の動作で注意する関節とスクリーニングの方法
～「草取り」動作に着目して～．第12回園芸療法研究会西日本研究・実践発表，大阪，2010.6.6.
■社会活動
【講師】
中学生サマーセミナー「細胞の営み～顕微鏡を使ってミクロの世界を覗いてみよう！」．大学コンソーシア
ム大阪主催，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.8.26－27.
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【非常勤講師】
大学院生研究指導．和歌山県立医科大学　第二生理学教室，2009.4－2011.4.
生理学特別講義（運動生理学集中講義と演習）．関西総合リハビリテーション専門学校　PTOT1年生，
2010.9.16－17.

【学会運営】
日本生理学会　評議員.
関西実験動物研究会　評議員、集会幹事.
日本実験動物学会　第57回日本実験動物学会総会．プログラム委員、実行委員.
【座長】
第57回日本実験動物学会総会．京都テルサ（京都），2010.5.14.
■研究助成
研究代表：小西正良，共同研究者：中村美砂，坪田裕司，上島健，濱裕光，中島重義．独居高齢者見守りシ
ステム構築にむけた生活環境に潜む危険因子の検討．大学コンソーシアム大阪　大阪の都市課題解決の実
現に向けた研究事業，1,500,000円，2010.9.1－2011.2.28.

富樫　誠二
■論文
【原著】
富樫誠二：理学療法の教育と倫理．理学療法ジャーナル 2010, 44（3）：239－243.
【その他】
富樫誠二：見えるものと見えないもの．理学療法ジャーナル 2010, 44（1）：1.
富樫誠二：これからの理学療法　理学療法の効果判定に適切な具体的指標は―心理．理学療法ジャーナル 
2010, 44（1）：51.
■国内学会
【一般口演】
藤平保茂，藤野文崇，小枩武陛，富樫誠二：臨床実習指導者が実習生の積極性を規定する因子について―自
由記載による調査表から―．第50回近畿理学療法学術大会，和歌山，2010.11.21.
古井透，阿部真二，寺山久美子，富樫誠二，河﨑建人：泉州地域リハビリテーション研究会のあゆみ．第14
回バイオフィリアリハビリテーション医学会，豊橋市，2010.9.4.　（バイオフィリアリハビリテーション
研究（Biophilia Rehabilitation Jounal）第14回バイオフィリアリハビリテーション医学会予稿集　p54）
■社会活動
【講師】
リハビリテーションとは．岸和田ロータリークラブ，2010.2.
見えるものと見えないもの．第５回高校生のための大学フェア，大学コンソーシアム大阪主催，大阪府教育
センター，2010.7.19.

【非常勤講師】
介護予防．広島文化学園大学，2010.9.2－3.
【学会運営】
広島転倒予防研究会　世話人.
社団法人日本理学療法士協会　法規検討委員会委員長.
WCPTサブグループ　心理・精神領域の理学療法　運営幹事.
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■その他
広島文化学園大学健康福祉学科　客員教授.
理学療法ジャーナル　編集同人.

中村　美砂
■著書
【共著】
Misa Nakamura, Yaqiong Li, Zhiyan Liu, Kennichi Kakudo： Chapter7; Thyroid Cancer： Gene Mutation 
and Morphology of Follicular Cell Carcinomas. pp120－137. Misa Nakamura and Kennichi Kakudo eds. 
Molecular Mechanism and Morphology in Cancer. Bentham Science eBook, UAE, 144p, 2009－2010. 
eISBN： 978－1－60805－073－4

Takashi Ozaki, Ichiro Mori, Katsuyoshi Tabuse, Takaomi Suzuma, Takeo Sakurai, Misa Nakamura, 
Kennichi Kakudo： Chapter6; New Types of Cell Death： Morphological and Molecular Characteristics. 
pp.102－119. Misa Nakamura and Kennichi Kakudo eds. Molecular Mechanism and Morphology in 
Cancer. Bentham Science eBook, UAE, 144p, 2009－2010. eISBN： 978－1－60805－073－4

■論文
【原著】
Yanhua Bai, Misa Nakamura, Gengyin Zhou, Yaqiong Li, Zhiyan Liu, Takashi Ozaki, Ichiro Mori and 
Kennichi Kakudo： Novel Isoforms of Periostin Expressed in the Human Thyroid. Japanese Clinical 
Medicine 2010, 1：13－20.
■国際学会
【ポスター】
Misa Nakamura, Takashi Ozaki, Ichiro Mori, Kennichi Kakudo： Induction of CTGF and uPA but not 
NF-IL3A by calcitonin is dependent on Erk1/2 phosphorylation in renal cell line. 14th Intercontinental 
Congress of Endocrinology, Kyoto, JAPAN, March 24－30, 2010.

■国内学会
【シンポジウム】
尾崎敬，木村芝生子，森一郎，谷口恵美子，中村美砂，覚道健一：マウス実験から見る甲状腺幹細胞の存在
の可能性．第49回日本臨床細胞学会，神戸，2010.11.21－22.

【一般口演】
覚道健一，森一郎，尾崎敬，谷口恵美子，中村美砂：甲状腺濾胞細胞癌の新病理組織分類の提唱．日本病理
学会，東京，2010.4.27－29.

劉志艶，中村美砂，李亜瓊，尾崎敬，谷口恵美子，森一郎，覚道健一：Encapsulated follicular thyroid 
tumor with equivocal nuclear changes, so-called well differentiated tumor of uncertain malignant 
potential, an immunohistochemical, molecular and biological appraisal. 日本内分泌病理学会，京都，
2010.10.29－30.
劉志艶，中村美砂，李亜瓊，尾崎敬，森一郎，谷口恵美子，覚道健一：Retinoid X receptor R is a novel 
indicator of lymph node metastasis in papillary thyroid carcinoma. 日本甲状腺外科病理学会，倉敷，
2010.10.14－15.

【ポスター】
尾崎敬，森一郎，谷口恵美子，中村美砂，覚道健一：マイクロ波・ラジオ波による特殊な細胞死の病理学的
検討．日本病理学会，東京，2010.4.27－29.
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尾崎敬，森一郎，谷口恵美子，中村美砂，覚道健一：マイクロ波・ラジオ波癌治療後の細胞診と問題点．日
本臨床細胞学会，横浜，2010.5.29－31.
中村美砂，李亜瓊，尾崎敬，森一郎，覚道健一：カルシトニンは、腎細胞においてERK1/2シグナルを介し
てconnective tissue growth factor の発現を誘導する．日本病理学会，東京，2010.4.27－29.

李亜瓊，中村美砂，劉志艶，尾崎敬，谷口恵美子，森一郎，覚道健一：BRAFV600E mutation promotes 
invasion of papillary thyroid cancer via overexpression of uPA. 日本病理学会，東京，2010.4.27－29.
劉志艶，中村美砂，李亜瓊，尾崎敬，谷口恵美子，森一郎，覚道健一：Absence of BRAFV600E mutation 
but RET/PTC1 rearrangement in WDT-UMP. 日本病理学会，東京，2010.4.27－29.

■社会活動
【講師】
中学生サマーセミナー「細胞の営み～顕微鏡を使ってミクロの世界を覗いてみよう！」．大学コンソーシア
ム大阪主催，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.8.26－27.

【非常勤講師】
病理学総論「内分泌異常」．和歌山県立医科大学，2010.5.21.
病理学．河﨑会看護専門学校看護第1学科，2010.8－2010.12.
大学院生研究指導．和歌山県立医科大学第二病理学教室，2010.1－2010.12.
【学会運営】
日本病理学会　評議員.
日本内分泌学会　代議委員.
関西カルシウム懇話会　世話人.
第49回日本臨床細胞学会秋期大会　運営員, 神戸, 2010.11.22－23.
論文査読　Cancer Science. （2010.3.）
論文査読　Life Science. （2010.4.）
論文査読　Medical Science Monitor. （2010.6.）
■研究助成
研究代表：小西正良，共同研究者：中村美砂，坪田裕司，上島健，濱裕光，中島重義．独居高齢者見守りシ
ステム構築にむけた生活環境に潜む危険因子の検討．大学コンソーシアム大阪　大阪の都市課題解決の実
現に向けた研究事業，1,500,000円，2010.9.1－2011.2.28.

久利　彩子
■論文
【原著】
藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹勝，鈴木英鷹：リハビリテー
ションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：
37－44.

【その他】
久利彩子：園芸療法と運動機能に関する研究への取り組み．園芸療法研究会　西日本ニュースレターはなと
わ 2010, 64：8－9.

■国際学会
【ポスター】
Ayako Hisari; Yuto Konishi; Masaki Yoshida： Pseudo Floating Toe Contacts the Floor with Unstable 
Standing Posture among Healthy Young. 6TH WORLD CONGRESS ON BIOMECHANICS，Singapore，
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2010.8.1－6.
■国内学会
【一般口演】
足羽里沙，小畑朋久，武内康浩，久利彩子：前方への転倒傾向の強い超高齢者に対しバランスボールを用い
たブリッジ運動が有効であった一症例．第22回大阪府理学療法学術大会，大阪，2010.7.10.
小畑朋久，足羽里沙，武内康浩，久利彩子：術後短期間の安静によって増悪した失調症状に対するバランス
ボール訓練の有効性．第22回大阪府理学療法学術大会，大阪市，2010.7.10.
久利彩子，珠数美穂，坪田裕司：地面の高さで行う園芸活動の動作で注意する関節とスクリーニングの方法
～「草取り」動作に着目して～．第12回園芸療法研究会西日本研究・実践発表，大阪市，2010.6.6.

【ポスター】
勝山　隆，小枩武陛，久利彩子，長尾　徹：体幹の右傾斜が食事動作に及ぼす影響．第44回日本作業療法学
会，仙台市，2010.6.11－13.
廣瀬実希，久利彩子，岸本眞：サンダル装着時における足趾アライメントの変化～MPと足趾先端をランド
マークとして～．第25回リハ工学カンファレンス，仙台，2010.8.26－28.
藤野文崇，熊澤里香，久利彩子，古井透，酒井桂太：若年者の足部形態について～外反母趾角に着目して～．
第25回リハビリテーション工学カンファレンス，仙台，2010.8.26－28.

【ボランティア活動】
リハビリ教室．全国パーキンソン病友の会 大阪支部泉州泉南地区「いずみ会」2010.3－12. （１回/月）

藤野　文崇
■国内学会
【一般口演】
北口慎一郎，曽根裕美子，田中由希子，堀江淳，藤井貴康，芦田りえ，亀澤遥，藤野文崇：大腿骨頸部骨折
後のTHAを施行された症例に対するレッドコードの効果．第12回日本ニューラック学術大会，大阪河﨑
リハビリテーション大学，2010.1.31.
藤平保茂，藤野文崇，小枩武陛，富樫誠二：臨床実習指導者が実習生の積極性を規定する因子について―自
由記載による調査表から―．第50回近畿理学療法学術大会，和歌山，2010.11.21.

【ポスター】
加島知明，藤野文崇，酒井桂太，田中直樹，岩見大輔，三原修：ウォーミングアップが運動に及ぼす影響に
ついて～呼気ガス分析装置を用いた検討～．第50回近畿理学療法学術大会，和歌山市，2010.11.21.
小枩武陛，藤野文崇，酒井桂太，岸上雅彦：早期インターシップ介入による臨床見学実習への影響．第23回
全国私立リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
藤野文崇，小枩武陛，岸本眞，酒井桂太：本学の理学療法専攻学生における自己効力感の経年的変化～特性
的自己効力感と実習に対する自己効力感に着目して～．第23回全国私立リハビリテーション学校協会　教
育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
藤野文崇，熊澤里香，久利彩子，古井透，酒井桂太：若年者の足部形態について～外反母趾角に着目して～．
第25回リハビリテーション工学カンファレンス，仙台，2010.8.26－28.

■勉強会
【招待口演】
藤野文崇：PNFの臨床応用．丸山整形外科リハビリテーション科勉強会，丸山整形外科病院，2010.1－3 （１
回/月）．
藤野文崇，山田寛之，善野紗江，小原隼也，長川英樹，黒仁田武洋，西之原隆之，安枝活子：運動療法の基
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礎．吉川病院・吉栄会病院合同勉強会，吉川病院・吉栄会病院，2010.6－12 （１回/月）．
藤野文崇：研究法．済生会有田病院リハビリテーション科勉強会，済生会有田病院，2010.6.2.
藤野文崇：心理学概念を考慮した理学療法．和歌山県立新宮高等学校キャリアップセミナー，和歌山県立新
宮高等学校，2010.7.9.
藤野文崇，山田寛之，北村香奈：膝関節に対する運動療法の一考察．富山医療福祉専門学校卒業生勉強会，
デイケアセンター　ディバース，2010.7.31, 8.1. 
藤野文崇，海端俊秀：PNF概念に基づく理学療法．和歌山県理学療法士協会　紀南地区合同勉強会，新宮
市立医療センター，2010.8.21.
小枩武陛，藤野文崇，海端俊秀，小川成敏：Cellar　Course～蔵塾～　和歌山勉強会．笠松病院，2010.1－12，（１
回/月）．
■社会活動
【非常勤講師】
呼吸器疾患相談・呼吸器疾患教室．堺市役所，2010.1－12.
情報科学．河﨑会看護専門学校看護第2学科，2010.4－8.
【学会運営】
第12回日本ニューラック学術大会，2010.1.31.
The 7th International Korea-Japan Joint Symposium on PNF 2010 大会，2010.7.17.
第26回リハ工学カンファレンス　実行委員長
【嘱託委員】
阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会委員.
【ボランティア活動】
サッカーチーム（カポネ）のトレーニングとコンディショニング．堺市トレーニングセンター他，2010.1－12
（１回/月）
リハビリ体操指導．全国パーキンソン友の会・大阪支部「いずみ会」，2010.3.13.

藤平　保茂
■論文
【原著】
藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹勝，鈴木英鷹：リハビリテー
ションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：
37－44.

【報告】
藤平保茂：学生相談委員会の活動報告―「平成20年度メンタルヘルス研究協議会」参加報告とともに―．大
阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：65－73.

■国内学会
【一般口演】
藤平保茂，藤野文崇，小枩武陛，富樫誠二：臨床実習指導者が実習生の積極性を規定する因子について―自
由記載による調査表から―．第50回近畿理学療法学術大会，和歌山，2010.11.21.

【ポスター】
曽根典法，高橋奈津子，白田祐司，藤平保茂：歩行中のパルスオキシメーターによる使用経験―耳朶，前額
部，手指，測定部位を変えて―．第50回近畿理学療法学術大会，和歌山，2010.11.21.
藤平保茂，伊藤美智子：閉眼での肩関節角度に対する自動運動の再現時の特徴について．第45回日本理学療
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法学術大会，岐阜，2010.5.27－29.
■社会活動
【非常勤講師】
リハビリテーション．河﨑会看護専門学校看護第１学科，2010.6.
リハビリテーション．河﨑会看護専門学校看護第２学科，2010.1, 11－12
リハビリテーション論．四天王寺大学人文社会学部人間福祉学科社会福祉専攻，2010.9－2011.1.
介護予防論．四天王寺大学短期大学部生活ナビゲーション学科生活福祉専攻，2010.4－7.
児童生徒への身体に関する課題の支援．福祉医療関係人材（理学療法士）活用事業，大阪府立佐野支援学校，
2010.2, 11－12.

【学会運営】
社団法人 大阪府理学療法士会 泉州ブロック学術担当　学術運営協力委員.

古井　透
■著書
【共著】
古井透：16「ところ変われば・・・，海外編」pp.164－173．21「外出する、旅行する」pp.221－231．コラム
13「10年以上も前に実現、寝たきりでも大胆温泉旅行」pp.399－400．日高正巳編：地域理学療法にこだわ
る．文光堂，東京，410頁，2010.3.
古井透，古井正代：コラム14「電動車いすを使ってアメリカで生活して」pp.401－402．日高正巳編：地域理
学療法にこだわる．文光堂，東京，410頁，2010.3.
■国際学会
【一般口演】
Toru Furui, Haruka Onishi, Masahiro Kagatani, Sayaka Sako, Shunsuke Hiramoto, Rie Yonezawa, Takashi 
Handa, and Minoru Tanaka ：“A Survey Among Wheelchair Users Who Participated in Barrie Free 
2010 Trade Show ; Utilizing An Affordable Seated Posture Measurement Software Based on ISO16840
－1” Rehabilitation Engineering and Assistive Technology Society of Korea （RESKO） Technical 
Conference 2010. Busan, Korea. November 5－6, 2010. Rehabilitation Engineering and Assistive 
Technology Society of Korea （RESKO） Technical Conference 2010 （abstract book）. P83－85.

【国際会議（プロジェクト）】
Baouha Wang, Chuan He（China）. Osamu Tanaka, Tadahiro Ueno, Akira Nishimura, Toru Furui, Soichi 
Shimizu, Shigeru Tanaka, Kanako Tateishi, Kiyomi Matsuo（Japan）. Kyu-Yoen Lee, Hye-Wook Kim, 
Hyum kyoon Lim, In-Haku Moon, Yoen-Ho Seo, Suk-Min Lee, Suk-Il Kim.（Korea）： The 1st China, 
Japan and Korea Standards Cooperation Meeting for Assistive and Senior Products. Korea Senior 
Products Association. Busan. KOREA. November 4, 2010.
■国内学会
【一般口演】
古井透，酒井麻里：電動車椅子ユーザーの姿勢と慢性痛の関連．第２回座位姿勢計測セミナー．座位姿勢計
測研究会，国立障害者リハビリテーションセンター，所沢市，2010.2.6.

【ポスター】
藤野文崇，熊澤里香，久利彩子，古井透，酒井桂太：若年者の足部形態について～外反母趾角に着目して～．
第25回リハビリテーション工学カンファレンス，仙台，2010.8.26－28. （第25回リハ工学カンファレンス講
演論文集. P299－300.）
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古井透，阿部真二，寺山久美子，富樫誠二，河﨑建人：泉州地域リハビリテーション研究会のあゆみ．第14
回バイオフィリアリハビリテーション医学会，豊橋市，2010.9.4. （バイオフィリアリハビリテーション研
究（Biophilia Rehabilitation Jounal）第14回バイオフィリアリハビリテーション医学会予稿集. p54.）
和手正明，古井透：高齢者のための住宅改修と理学療法士の役割につての研究．第25回リハ工学カンファレ
ンス，仙台市，2010.8.26－28. （第25回リハ工学カンファレンス講演論文集 p183－184.）
■社会活動
【講師】
パーキンソン病について．公開講座「健康教室」，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.8.24.
パーキンソン体操．公開講座「健康教室」，大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.9.14.
【非常勤講師】
生活支援科学技術特論Rehabilitation Engineering and Assistive Technology．新潟医療福祉大学　大学院，
2010.10－11.

リハビリテーション論．花園大学社会福祉学部，2010.4－6.
【学会運営】
第３回地域リハビリテーション勉強会「地域で支えきるために」大阪河﨑リハビリテーション大学，
2010.1.9.
第４回地域リハビリテーション勉強会「地域で人生をささえる訪問サービスpart Ⅰ；訪問リハビリテーショ
ン活動紹介」大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.5.23.
第５回地域リハビリテーション勉強会「地域で人生をささえる訪問サービスpart Ⅱ；訪問看護・介護、福
祉的アウトリーチ」大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.8.22.
第２回泉州地域リハビリテーション研究会「関わりの真骨頂はこれだ！訪問リハビリテーションの未来と
待ったなしの障がい者制度改革」大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.12.12.
日本リハビリテーション工学協会　理事.
第26回リハ工学カンファレンス実行委員長.
生活支援工学会誌 Vol.10 No.2　査読委員.
Assistive Technology Vol.21　peer reviewer.
【座長】
国際セッション1D1, 1D2，第25回リハビリテーション工学カンファレンス，仙台，2010.8.26.
Japan－Korea Joint session：Rehabilitation Engineering and Assistive Technology Society of Korea 
（RESKO） Technical Conference 2010. Busan, Korea. November 5－6, 2010.

【公開講座主催】
車いす座位計測ワークショップ．大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.3.23.
【ボランティア活動】
リハビリ教室．全国パーキンソン病友の会 大阪支部泉州泉南地区「いずみ会」，2010.3－12. （１回/月）

村西　壽祥
■国内学会
【一般口演】
新枦剛也，村西壽祥，藤原伸一，前田美和，中津川記代，塩津貴之，中土保，伊藤陽一：肩関節術後の可動
域の獲得と理学療法に要する期間との関係について．第22回大阪府理学療法学術大会，大阪市，2010.7.11.
高橋幸子，村西壽祥，中津川記代，大田昌那，木村祥明，福田吉次，塩津貴之，中土保：肩関節不安定性を伴っ
た腱板断裂修復術後の１症例に対する理学療法．第22回大阪府理学療法学術大会，大阪市，2010.7.11.
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【ポスター】
村西壽祥，伊藤陽一：肩外旋筋における画像評価と筋力評価の関係について．第45回日本理学療法学術大会，
岐阜，2010.27－29.

■社会活動
【学会運営】
社団法人大阪府理学療法士会　理事（保健福祉局担当）
社団法人大阪府理学療法士会　行政との連携を進める特別委員会委員.
【嘱託委員】
大阪府障がい者介護給付費等不服審査会　委員.

＜作業療法学専攻＞

勝山　隆
■国内学会
【ポスター】
勝山隆，小枩武陛，久利彩子，長尾徹：体幹の右傾斜が食事動作に及ぼす影響．第44回日本作業療法学会，
仙台市，2010.6.11－13.
■社会活動
【講師】
大阪府健康医療部　難病患者地域支援対策推進事業　訪問リハビリ指導，守口保健所，2010.1－12.

上島　健
■論文
【原著】
水野貴子，上島健：計算課題の前後における作動記憶の変化―健常者に対する試行的調査―．大阪河﨑リハ
ビリテーション大学紀要 2010, 4：57－64.
■国際学会
【ポスター】
Takeshi Kamishima, Hiroshi Ando, Taigo Yamada, Takako Mizuno, Kouichi Shimano, Masahiko Kishigami, 
Hayato Tsuda, Hisaki Nagatsuji, Masaru Satake： Study on the order of painting in Japanese day-
care users’ coloring activity. 15th World Congress of the World Federation of Ocupational Therapists , 
Santiago・CHILE, May 4－7, 2010.

Taigo Yamada, Hiroyuki Iso, Testu Yamada, Takeshi Kamishima, Hiroshi Ando： Sit-to-Stand from 
a Rocking Chair and a Fixed Chair： kinematics and kinetics. 15th World Congress of the World 
Federation of Ocupational Therapists , Santiago・CHILE, May 4－7, 2010.

■国内学会
【一般口演】
嶋野広一，倉澤茂樹，上島健：新入生クラス分け試験と学内成績との関連性について．第23回全国私立リハ
ビリテーション学校協会　教育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.

【ポスター】
上島健，安藤啓司：塗り絵作品における完成過程の傾向（第２報） ～健常学生の塗る順序に着目した考察～．
第44回日本作業療法学会，仙台，2010.6.11－13.
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■社会活動
【公開講座主催】
健康教室「ヘルスケア　大阪河﨑リハビリテーション大学」　河﨑記念講堂　他，2010.5－12.
【講師】
リハビリテーション医療の基礎知識（訪問介護員養成研修２級課程）．大阪府立貝塚高等学校福祉科２年生，
2010.7.26.
身体運動学特論．神戸大学大学院人間発達環境学研究科，2010.6.29.
尼崎市社会福祉協議会　住宅改造助成事業，2010.1－12.
和歌山県作業療法士会　作業療法説明会，和歌山ビッグ愛，2010.8.29.
【座長】
第14回　広島大学医学部保健学科作業療法学専攻学術研修会，広島大学，2010.10.24.
第26回　大阪府作業療法学会　一般演題座長，クレオ大阪南，2010.10.31.
【嘱託委員】
社団法人日本作業療法士協会　学会演題査読委員.
大阪府作業療法士会　広報部長.
大阪市障害程度区分認定審査会　委員.
バリアフリー展2010　相談員，インテックス大阪，2010.4.15.
■研究助成
研究代表：小西正良，共同研究者：中村美砂，坪田裕司，上島健，濱裕光，中島重義．独居高齢者見守りシ
ステム構築にむけた生活環境に潜む危険因子の検討．大学コンソーシアム大阪　大阪の都市課題解決の実
現に向けた研究事業，1,500,000円，2010.9.1－2011.2.28.

倉澤　茂樹
■国内学会
【シンポジウム】
髙橋泰子，國末和也，倉澤茂樹，奥村智人，小野次朗：ディスレキシアへのリハビリテーション領域からの
アプローチ．日本発達心理学会第21回大会，神戸，2010.3.26－28.

【一般口演】
嶋野広一，倉澤茂樹，上島健：新入生クラス分け試験と学内成績との関連性について．第23回全国私立リハ
ビリテーション学校協会　教育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
倉澤茂樹，吉益光一，鷲尾昌一，宮下和久，福元仁，竹村重輝，横井賀津志，荒井由美子：在宅高齢者介護
の入所に関連する要因：２年間の縦断研究．第80回日本衛生学会総会，仙台，2010.5.9.
倉澤茂樹，吉益光一，鷲尾昌一，宮下和久，福元仁，竹村重輝，荒井由美子：在宅高齢者介護を継続する介
護者の抑うつに関連する要因．第69回日本公衆衛生学会総会，東京，2010.10.27.
福元仁，竹村重輝，倉澤茂樹，横井賀津志，吉益光一，宮下和久：全国国立大学医学部における定員増およ
び地域枠入試についての考察．第69回日本公衆衛生学会総会，東京，2010.10.27.
横井賀津志，竹村重輝，福元仁，倉澤茂樹，吉益光一，宮下和久：養護老人ホーム入居者に対する新しく開
発した棒体操の店頭予防への効果．第69回日本公衆衛生学会総会，東京，2010.10.27.
■社会活動
【学会運営】
日本発達心理学会第21回大会　ラウンドテーブル「ディスレキシアのリハビリテーション領域からのアプ
ローチ」　話題提供者，2010.3.26.
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日本作業療法士協会　学会演題査読委員.
【嘱託委員】
大阪府和泉保健所　小児慢性特定疾患治療研究事業　小児難病訪問.
堺市教育委員会　学校教育部　自立活動アドバイザー.

佐竹　勝
■論文
【原著】
藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹勝，鈴木英鷹：リハビリテー
ションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：
37－44.

【報告】
珠数美穂，佐竹勝，珠数孝，小林まき子：リハビリテーション専門職を目指す学生への園芸療法教育の実践．
大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：75－82.
■国際学会
【ポスター】
Takeshi Kamishima, Hiroshi Ando, Taigo Yamada, Takako Mizuno, Kouichi Shimano, Masahiko Kishigami, 
Hayato Tsuda, Hisaki Nagatsuji, Masaru Satake： Study on the order of painting in Japanese day-
care users’ coloring activity. 15th World Congress of the World Federation of Ocupational Therapists, 
Santiago・CHILE, May 4－7, 2010.

■社会活動
【非常勤講師】
基礎作業学．日本医療福祉専門学校，2010.9－12.
障害治療学精神障害（Ⅰ）．日本医療福祉専門学校，2010.4－7.
【学会運営】
社団法人日本作業療法士協会　WFOT認定等教育水準審査委員長.
社団法人日本作業療法士協会　学会演題査読委員.

嶋野　広一
■論文
【総説】
嶋野広一，武井麻喜：認知症リハビリテーションにおける作業療法の現状と課題．大阪河﨑リハビリテーショ
ン大学紀要 2010, 4：3－8.

■国際学会
【ポスター】
Takeshi Kamishima, Hiroshi Ando, Taigo Yamada, Takako Mizuno, Kouichi Shimano, Masahiko Kishigami, 
Hayato Tsuda, Hisaki Nagatsuji, Masaru Satake： Study on the order of painting in Japanese day-
care users’ coloring activity. 15th World Congress of the World Federation of Ocupational Therapists, 
Santiago・CHILE, May 4－7, 2010.

■国内学会
【一般口演】
嶋野広一，倉澤茂樹，上島健：新入生クラス分け試験と学内成績との関連性について．第23回全国私立リハ
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ビリテーション学校協会　教育研究大会・教育研修会，札幌，2010.8.18－20.
■社会活動
【公開講座主催】
健康教室「ヘルスケア　大阪河﨑リハビリテーション大学」　河﨑記念講堂　他，2010.5－12.
【講師】
介護学実習．帝塚山大学人文学部，2010.5.11.
平成22年度介護福祉士国家試験受験対策講座．大阪府社会福祉会館，2010.10.15.
介護福祉士国家試験対策講座．星槎国際高等学校，2010.10.23.

武井　麻喜
■論文
【総説】
嶋野広一，武井麻喜：認知症リハビリテーションにおける作業療法の現状と課題．大阪河﨑リハビリテーショ
ン大学紀要 2010, 4：3－8.

【原著】
Maki Takei, Hideki Shimizu, Minoru Hoshiyama： Kinematic analysis of seating maneuver： Digitalization 
of movement in daily living. Human Movement 2010, 2（11）：114－118.

藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹　勝，鈴木英鷹：リハ
ビリテーションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 
2010, 4：37－44.

【その他】
武井麻喜：着席動作の運動力学的分析：健常人における動作パターンの客観的評価．名古屋大学大学院医学
系研究科博士論文，2010.
■国際学会
【ポスター】
Maki Takei： Kinematic analysus of seating maneuvers： As a screening test of a movement in daily 
living for pasients with Cerebrovascular accident. 7th WOLD STROKE CONGRESS, Seoul Korea, 
October 13－16, 2010.
■社会活動
【非常勤講師】
リハビリテーション．河﨑会看護専門学校看護第２学科，2010.1.11－12.
【公開講座主催】
健康教室「ヘルスケア　大阪河﨑会リハビリテーション大学」，河﨑記念講堂 他，2010.5－11.
■その他
リハビリテーション療法学博士号取得．名古屋大学大学院医学系研究科リハビリテーション療法学専攻，
2010.9.30.

津田　勇人
■論文
【報告】
津田勇人：視覚入力の有無が精密把握運動における把握力調節に及ぼす影響．平成19・20年度　文部科学省
科学研究補助金（基盤研究C・課題番号19500465）　研究成果報告書　2010.
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■国際学会
【ポスター】
Takeshi Kamishima, Hiroshi Ando, Taigo Yamada, Takako Mizuno, Kouichi Shimano, Masahiko Kishigami, 
Hayato Tsuda, Hisaki Nagatsuji, Masaru Satake： Study on the order of painting in Japanese day-
care users’ coloring activity. 15th World Congress of the World Federation of Ocupational Therapists, 
Santiago・CHILE, May 4－7, 2010.

■勉強会
津田勇人：肩・肘関節についての機能解剖　知識の整理　Q&A．和歌山県作業療法士会　学術部　和歌山
市ブロック　学術部研修会，2010.10.24.
■社会活動
【非常勤講師】
肢体不自由者の心理・生理・病理．武庫川女子大学文学部教育学科２年生，2010.4－9.
運動学Ⅰ・Ⅱ．箕面学園保育福祉専門学校作業療法学科1年生，2010.4－12.
【嘱託委員】
大阪市障害程度区分認定審査会委員　西成区役所，2009.4－2011.3.

長辻　永喜
■論文
【原著】
藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹勝，鈴木英鷹：リハビリテー
ションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：
37－44.

■国際学会
【ポスター】
Takeshi Kamishima, Hiroshi Ando, Taigo Yamada, Takako Mizuno, Kouichi Shimano, Masahiko Kishigami, 
Hayato Tsuda, Hisaki Nagatsuji, Masaru Satake： Study on the order of painting in Japanese day-
care users’ coloring activity. 15th World Congress of the World Federation of Ocupational Therapists, 
Santiago・CHILE, May 4－7, 2010.

■国内学会
【一般口演】
長辻永喜，馬場昌子，山田隆人：シャワーチェアからの立ち・座りを想定した手すりに関する研究―その１
― ～椅子からの立ち・座り時の手すり・足底への荷重のかかり方～．日本福祉のまちづくり学会，刈谷市，
2010.8.29－31.
山田隆人，馬場昌子，長辻永喜：シャワーチェアからの立ち・座りを想定した手すりに関する研究―その２
― ～手すりの距離の違いと足底および手すりにかかる応力について～．日本福祉のまちづくり学会，刈
谷市，2010.8.29－31.

■講演会
【招待講演】
長辻永喜：障害者が利用する福祉用具の制度のあり方．大阪府肢体不自由児者父母の会連合会主催：近畿指
導者研修会，2010.12.12.
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■社会活動
【学会運営】
社団法人大阪府作業療法士会　会長.
堺市　障害程度区分認定審査委員.
大阪府国民健康保険団体連合会　介護給付費審査委員. 
大阪府医師会「医療モニター」．
大阪府高齢者介護予防・地域リハビリテーション推進委員.
日本作業療法学会　演題審査委員会.
第26回日本リハビリテーション工学カンファレンス　実行委員.

中柗　俊介
■勉強会
作業活動研究会．大阪河﨑リハビリテーション大学，毎月第１木曜日.
OB/OG作業療法士精神科部門勉強会．大阪河﨑リハビリテーション大学，毎月第４金曜日.
■社会活動
【非常勤講師】
情報科学．河﨑会看護専門学校看護第１学科，2010.9－12.
スポーツ健康科学．河﨑会看護専門学校看護第２学科，2010.4－7.
人間関係論．履正社医療スポーツ専門学校 理学療法学科，2010年度.

水野　貴子
■論文
【原著】
藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹勝，鈴木英鷹：リハビリテー
ションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：
37－44.

水野貴子，上島健：計算課題の前後における作動記憶の変化―健常者に対する試行的調査―．大阪河﨑リハ
ビリテーション大学紀要 2010, 4：57－64.
■国際学会
【ポスター】
Takeshi Kamishima, Hiroshi Ando, Taigo Yamada, Takako Mizuno, Kouichi Shimano, Masahiko Kishigami, 
Hayato Tsuda, Hisaki Nagatsuji, Masaru Satake： Study on the order of painting in Japanese day-
care users’ coloring activity. 15th World Congress of the World Federation of Ocupational Therapists, 
Santiago・CHILE, May 4－7, 2010.

■社会活動
【非常勤講師】
リハビリテーション．河﨑会看護専門学校看護第２学科２年生，2010.1.13.
【公開講座主催】
健康教室「ヘルスケア　大阪河﨑リハビリテーション大学」．河﨑記念講堂 他，2010.5－11.
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森下　孝夫
■国内学会
【一般口演】
大野力，幸福秀和，福井幸恵，横山めぐみ，森下孝夫，杉原勝美：臨床実習合格のための要素の検討．第30
回近畿作業療法学会，和歌山，2010.11.28.
■社会活動
【公開講座主催】
地域の子育て支援―食べるを学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.10.16, 12.4.
【学会運営】社団法人日本作業療法学会　演題審査委員.
【嘱託委員】貝塚市介護認定審査委員.

＜言語聴覚学専攻＞

雨宮　徹
■論文
【原著】
雨宮徹：フランクルの「態度価値」について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：45－56.
■社会活動
【非常勤講師】
哲学．河﨑会看護専門学校　看護第２学科，2010.4－7.
倫理学概論Ⅰ．近畿大学，2010.4－7.
倫理学概論Ⅱ．近畿大学，2010.9－12.
【学会運営】
フランクル研究会．事務局,大阪ガーデンパレス，2010.1－12.

稲葉　敏樹
■勉強会
【一般口演】
稲葉敏樹：訪問言語訓練の実際と課題．第４回地域リハビリテーション勉強会，大阪河﨑リハビリテーショ
ン大学，2010.5.23.

木村　秀生
■論文
【原著】
郷間英世，木下佐枝美，川越奈津子，中市悠，木村秀生，郷間安美子：現代幼児の人物画描画発達と気にな
る子の描画　グッドイナフ人物画検査を用いた検討．京都教育大学紀要 2010, 117：63－71.

■国際学会
【ポスター】
Hideo Kimura, Hideyo Goma, Michio Okada ： An Experimental Communication Study for Children with 
PDD Using a Robot as Inter-subjective Developmental Interface. IASSID（International Association for 
the Scientific Study of Intellectual Disabilities）3rd European Regional Congress, Rome. October 20－23, 
2010.
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■講演会・勉強会
【招待講演】
木村秀生：関係発達論的インタフェースとして開発中のロボットはコミュニケーション発達支援に有効か？
近畿言語指導法研究会例会，大阪市総合医療センター，2010.1.16.
木村秀生：ことばの発達支援を巡る最近の動向．京都府乙訓福祉施設事務組合乙訓ポニーの学校職員研修会，
京都府乙訓福祉施設，2010.12.2.
木村秀生：障がい乳幼児の摂食機能発達とその援助．大阪府泉佐野保健所障がい・難病児療育システム推進
事業学習交流会，大阪府泉佐野保健所，2010.12.9.
■社会活動
【非常勤講師】
言語治療学集中講義．奈良教育大学教育学部学校教育教員養成課程，2010.8.11－14.
大阪府立岸和田支援学校　福祉医療関係人材活用事業　特別非常勤講師，2010年度.
大阪府立和泉支援学校　福祉医療関係人材活用事業　特別非常勤講師，2010年度.
京都府立こども発達支援センター 非常勤講師，2010年度.
神戸医療福祉専門学校言語聴覚士科３年生学外研修授業講師，コミュニケーションロボットを試用した発達
支援について．2010.3.10.

【学会運営】
京都府言語聴覚士会　副会長.
第26回リハビリテーション工学カンファレンス実行委員.
Developmental Disabilities Support in Kyoto（DDSK）研究会世話人．
第11回ことばのための発達心理学連続研修会「関係発達論からコミュニケーションの問題を考える」．京都
府言語聴覚士会主催，京都教育文化センター，2010.10.31.
第12回ことばのための発達心理学連続研修会「英国の自閉症教育見聞録」．京都府言語聴覚士会主催，京都
教育文化センター，2010.12.12.

【嘱託委員】
大阪府泉佐野保健所　長期療養児在宅支援事業　訪問相談員.
■研究助成
【共同研究】
研究代表：岡田美智男，研究協力者：木村秀生．関係性発達障害児の療育を支援するソーシャルメディエー
タの研究．文部科学省科学研究費補助金挑戦的萌芽研究　研究課題番号：19650044，2007.4－2010.3.

國末　和也
■論文
【原著】
國末和也，福島邦博：S－P表分析による聴覚障害児の抽象語理解．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 
2010, 4：19－35.

【その他】
國末和也：特別支援学校（知的障がい）との連携の実際．日本言語聴覚士協会ニュース 2010, 11（2）：15－
18.
國末和也：聴覚情報処理に関する困難さの類型．日本特殊教育学会第48回大会発表論文集 2010, p.386.
三輪レイ子，國末和也，木村修造：ルーズフィットシェルの装用感．Audiology Japan 2010, 53（5）：541－
542.
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■国内学会
【シンポジウム】
國末和也：聴覚情報処理に問題を呈する子どもたちの教育的支援．日本発達心理学会第21回大会，神戸，
2010.3.26－28.
髙橋泰子，國末和也，倉澤茂樹，奥村智人，小野次朗：ディスレキシアへのリハビリテーション領域からの
アプローチ．日本発達心理学会第21回大会，神戸，2010.3.26－28.

【一般口演】
岡崎　宏，池田泰子，市之瀬博子，國末和也，西尾桂子，野島洋子：学校教育における言語聴覚士の活用に
ついて―日本言語聴覚士協会職能部（学校教育）アンケート調査より―．日本言語聴覚学会，さいたま市，
2010.6.26－27.

【ポスター】
國末和也：聴覚情報処理に関する困難さの類型．日本特殊教育学会，長崎大学，2010.9.18－20.
■講演会
【一般口演】
國末和也：聴覚情報処理障がいと支援．中国教育オーディオロジー研究協議会，米子コンベンションセンター，
2010.8.19－20.

髙橋泰子，國末和也：読み書き障害へのアプローチ　視覚的・聴覚的情報の処理と統合が苦手な児童・生
徒への支援教職員自主研修支援．「大学・専修学校等オープン講座」，大阪河﨑リハビリテーション大学，
2010.8.23.
■社会活動
【講師】
聴覚情報処理困難児への教育的支援．岡山県立岡山聾学校公開講座，岡山県立岡山聾学校，2010.7.30.
「聴覚情報処理」に苦手さがある子どもたちとその支援について．発達障害児支援フォーラム「発達障害児
に優しい社会を ～発達障害児を理解する①～ 発達障害児支援LOF教育センター，堺市民会館，2010.8.8.
教材作成についての指導助言．地域交流研修会，大阪府立和泉支援学校，2010.8.24.
発達障がいの生徒の聞こえの問題．校内研修会，大阪府立佐野支援学校砂川校，2010.11.25.
【非常勤講師】
聴覚障害児総論．ノートルダム清心女子大学，2010.10－2011.3.
福祉医療関係人材（言語聴覚士）活用事業．大阪府立佐野支援学校，砂川校，2010年度.
特別非常勤講師（福祉医療）．大阪府立八尾支援学校，2010年度.
【公開講座主催】
地域の子育て支援―食べるを学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.10.16, 12.4.
【嘱託委員】
厚生労働省「感覚器障害戦略研究・聴覚障害」アドバイザリー委員.
日本言語聴覚士協会　職能部　学校教育.
貝塚市特別支援教育推進委員会　教育相談専門家委員.

鈴木　英鷹
■著書【単著】
精神保健学　第９版．清風堂書店，大阪，340頁，2010.4.
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■論文
【原著】
鈴木英鷹：天平時代の精神医学 ―藤原宮子の病状とその治療―．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 
2010, 4：9－18.

鈴木英鷹：古代の多産．産科と婦人科 2010, 77（10）：1245－1249.
鈴木英鷹：奈良から平安初期における日本人の自殺―『続日本紀』『日本後期』による検討．日本医事新報 
2010, 4517：95－98

藤平保茂，久利彩子，水野貴子，小枩武陛，武井麻喜，長辻永喜，三輪レイ子，佐竹勝，鈴木英鷹：リハビリテー
ションに特化した単科大学における学生相談事例の特徴．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2010, 4：
37－44.
■国内学会
【シンポジスト】
鈴木英鷹：爽神堂七山病院四百年．精神医学史学会14回大会，栃木，2010.10.29－30.
【一般口演】
鈴木英鷹，本多義治，本多秀治，入澤　聡：地方都市精神病院における作業療法の草分け 第２報（昭和初
期における七山病院の作業療法）．日本精神神経学会第106回大会，広島，2010.5.20－22.
鈴木英鷹：古代の日本人の自殺について（『日本書紀』の自殺事例による検討）．精神医学史学会14回大会．栃木，
2010.1029－30.

■その他
藤田保健衛生大学医学部客員教授.

髙橋　泰子
■国内学会
【シンポジウム】
髙橋泰子，國末和也，倉澤茂樹，奥村智人，小野次朗：ディスレキシアへのリハビリテーション領域からの
アプローチ．日本発達心理学会第21回大会，神戸，2010.3.26－28.
■講演会
【一般口演】
髙橋泰子，國末和也：読み書き障害へのアプローチ　視覚的・聴覚的情報の処理と統合が苦手な児童・生
徒への支援教職員自主研修支援．「大学・専修学校等オープン講座」，大阪河﨑リハビリテーション大学，
2010.8.23.
■社会活動
【非常勤講師】
障害児教育特論　評価法．和歌山大学特別支援教育専攻科，和歌山大学，2010.8.30－9.3.
松原市通所型介護予防事業　食事能力アセスト．社会福祉法人聖徳会大阪老人ホーム，2010.1－3.
巡回指導員（言語聴覚士）．大阪府豊能町教育委員会，2010年度.
【講師】
家庭におけることばの育み．豊能町地域子育て支援事業公開講座，豊能町地域子育て支援センター，
2010.3.10.

【嘱託委員】
特別支援会議委員．大阪府豊能町教育委員会，2010年度.
豊能町地域子育て支援事業　言語相談．豊能町地域子育て支援センター，2010年度.
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野村　和樹
■論文
【その他】
野村和樹：用語の解説．リハビリテーション研究 2010, 40（3）：46.
■社会活動
【非常勤講師】
社会福祉援助技術演習Ⅱ．大阪体育大学健康福祉学部２回生，2010年度.
社会福祉援助技術演習Ⅱ．大阪体育大学健康福祉学部３回生，2010年度.
家庭福祉論．大阪体育大学短期大学部，2010年度.
【公開講座主催】
地域の子育て支援―食べるを学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2010.10.16, 12.4.
【嘱託委員】
貝塚市社会教育委員.

三輪　レイ子
■論文
【原著】
三輪レイ子，国末和也，木村修造：ルーズフィットシェルの装用感．Audiology Japan 2010, 53（5）：541－
542.
■社会活動
【非常勤講師】
リハビリテーションにおける言語聴覚士の役割．山口大学大学院医学系研究科保健学系学域，2010.4－12.
リハビリテーションにおける言語聴覚士の役割．山口県立大学保健学科，2010.4－12
【その他】
NPO法人「聴こえの研究センター」理事長.

矢守　麻奈
■論文
【原著】
Hori K, Tmine K  Barbezat C, Maeda Y, Yamori M, Mullwe F, Ono T：Influence of Chin-down Posture 
on Tongue Pressure during Dry Swallow and Bolus Swallows in Healthy Subjects．Dysphagia 2010, 
Published Online pp.1－8.

■国内学会
【一般口演】
岩川純也，有邊麻由，尾形麻里子，山内　仁，大工谷新一，矢守麻奈：栄養サポートチーム（NST）にお
ける言語聴覚士の役割．第１回南大阪紀北NST研究会，堺市民会館，2010.2.13.
西野仁，齋藤務，彭英峰，久保珠美，大山美希，三木仁美，菅野真美，今本治彦，矢守麻奈、福田寛二：食
道がん術後患者の舌骨私大挙上角度と挙上時間―郭清領域と誤嚥性肺炎からの検討―．第16回日本摂食・
嚥下リハビリテーション学会　学術大会，新潟県　朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター，2010.9.3－4.

【招待講演】
矢守麻奈：高齢者の摂食嚥下リハビリテーション～認知機能低下のある方を中心に～．第５回愛知県言語聴
覚士会総会・学術集会，名古屋港湾会館，2010.6.10.
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矢守麻奈：ポストコングレスセミナー：嚥下障害の診断と治療「リハビリテーション」．第55回日本音声言
語医学会総会・学術集会，東京大学，2010.10.14－16.
■講演会・勉強会
【招待講演】
矢守麻奈：発語失行―Dysarthriaとの鑑別、病態、症状、訓練―．大阪府言語聴覚士会　構音障害分科会　
平成21年度第２回勉強会，大阪市立総合医療センター，2010.2.24.
矢守麻奈：摂食・嚥下リハビリテーションの効果的な実践法．日総研出版セミナー，東京JJホール，
2010.5.29.
矢守麻奈：ベッドサイドでできる摂食嚥下リハビリテーション～早期発見・早期対応を目指して～．第５回
南河内リハビリテーション研究会，近畿大学附属病院，2010.6.10.
矢守麻奈：摂食・嚥下リハビリテーションの効果的な実践法．日総研出版セミナー，札幌時計台ビル，
2010.6.12.
矢守麻奈：摂食・嚥下リハビリテーションの効果的な実践法．日総研出版セミナー，愛知県国際会議場，
2010.7.31.
矢守麻奈：口腔機能向上に向けて～摂食嚥下のメカニズムとリハビリテーション～．愛媛県老人福祉施設協
議会　平成22年度食に関する研修会，愛媛県総合社会福祉会館，2010.8.10.
矢守麻奈：摂食嚥下リハビリテーションの実際．平成22年度岩手県言語聴覚士会生涯学習プログラム専門講
座，岩手大学，2010.10.30.
■社会活動
【講師】
上手なコミュニケーションで認知症も防ごう．平成21年度貝塚市お達者サポーター養成講座（転倒予防教室）．
貝塚市　澤・浦田老人会館，2010.2.18.
認知症も転倒の原因―頭と手先等を使って楽しく予防―．貝塚市馬場町会館，2010.3.10.
いつまでも元気で食べるコツ．平成22年度島本町年長者学級，島本町ふれあいセンター，2010.9.30.
いつまでも元気で食べるコツ．馬場長生会　出前講座，貝塚市馬場会館，2010.11.10
【非常勤講師】
嚥下障害Ⅱ．日本福祉教育専門学校，2010.1.8,23.
摂食訓練の留意点、職種連携．日本聴能言語福祉学院，2010.1.22.
臨床栄養学実習　摂食嚥下リハビリテーション．武庫川女子大学短期大学部食物栄養学科，2010.6.4, 8, 9.
【学会運営】
日本言語聴覚士協会　常任理事.
日本音声言語医学会　評議員.
日本嚥下障害臨床研究会　世話人.
関東嚥下訓練技術者講習会　世話人.
社団法人日本言語聴覚士協会設立総会　理事.
日本言語聴覚士養成校教員連絡協議会　理事.
南大阪・紀北NST研究会　世話人.


